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≪ご挨拶≫

加藤メタリコン工業株式会社は昭和2年創業以来、金属表面処理を行って

まいりました。

そして信頼される企業を目指しております。企業の規模も拡大の方向にあり、

変革は環境にも与える影響が大きい事を受け止め、次頁の環境経営方針を基に

環境活動を展開し、地球環境に優しい企業として環境への配慮も企業活動の

大きな役割として捉え新たな一歩を歩み出しました。

以下、「環境経営レポート」としての取り組みをまとめましたので、私たちの

取り組みをご高覧の上、ご指導、ご指摘をいただき次の環境活動に生かして

行きたいと存じます。

加藤メタリコン工業株式会社

代表取締役社長

加藤智子
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【レポートの対象期間：2021年 6月～2022年 5月】



4　環境方針は文書化し、全社員及び当社の関係者すべての人周知徹底します。

１．環境経営方針

代表取締役　　加藤　智子

　　水道量の削減

　　廃棄物の再利用等

加藤メタリコン工業株式会社

　　電力消費削減

　　化石燃料の削減

1　全社員及び家族が環境保全に最善の努力をする。

3　環境に関する法規制、条例、その他要求事項を遵守します。

加藤メタリコン工業株式会社は、環境問題が地球上に生息する

人類、動植物が健康的に生活する為に安心安全な環境を維持するべく

生産活動を致します。

2　資源、水、エネルギー

5　環境経営の継続的改善を誓約する。

制定日　2018年9月1日
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1．　事業所及び代表者名

加藤メタリコン工業株式会社

代表取締役社長　 加藤智子

2．所在地

本社 〒145-0066  東京都大田区南雪谷2丁目3番3号

群馬太田工場 〒370-0313  群馬県太田市新田反町町94番地

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　　　：　代表取締役社長　　加藤智子

環境管理責任者　：　取締役部長　　　　保科尚史  

担当　　　　　　：　群馬太田工場長　　神庭和秋

TEL　：　0276-56-8350

FAX　：　0276-56-8381

4．対象範囲

加藤メタリコン工業株式会社　群馬太田工場

＊本社は、次回の中間審査（２０２４年度）にて対象範囲として拡大する予定

5．事業の内容

金属表面処理（ブラスト加工）

6．事業規模

群馬太田工場　　　売上高

群馬太田工場　延べ床面積
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9

160

人

100万円 100

㎡ 695

２．事業活動の規模

群馬太田工場　　従業員数

本社（沼津）　　　売上高

単位 2021年度

7人

100万円

活動規模

本社（沼津工場含む）従業員数



最高責任者 【代表取締役　加藤　智子】

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

　には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・

　環境目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂

　を指示する。

環境管理責任者 【保科　尚史】

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　に提供する。

事務局 【神庭　和秋】

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　関する実務全般を所管する。

【工場】

神庭　和秋
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職名 役割

３．EA21推進体制

【環境管理責任者】
保科　尚史

【事務局】
神庭　和秋

【最高責任者】
代表取締役社長

加藤　智子



1．環境目標とその実績

＊購入電力の排出係数は、0.474kg-co2〔平成28年度実績〕を使用しています。

＊売上高は、群馬太田工場の売上高を使用しています。

2020年 2022年 2023年

実績 目標 目標値 実績 目標 目標

２．主な環境負荷実績

2019年

164663.86

480

1010
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2020年実績
に対して
3％削減

2020年実績
に対して
3％削減

2020年実績
に対して
3％削減

―

―

環境への負荷

①二酸化炭素排出量（kg-CO2)

②一般廃棄物排出量(kg)

③水資源投入量（㎥）

中長期の目標

―

2020年実績
に対して
2％削減

2020年実績
に対して
2％削減

2020年実績
に対して
2％削減

1067.67 1270

2021年

149736.02

420430

157150.51

480

2090

126567.58

2020年

未達成

達成

達成

2018年

9.97

③水資源投入量（㎥）

環境への負荷

200379.63

576

997.5

①二酸化炭素排出量（kg-CO2)

②一般廃棄物排出量(kg)

2017年

今年度目標

未達成

未達成

目標の達成状
況

2021年環境目標

基準値

1194.03 1182.1

4.02

1497.36

2020年
実績に
対して
1％
削減

2020年
実績に
対して
1％
削減

―
現状把

握
―

４．環境経営目標とその実績

②売上高100万円
当たりの廃棄物
排出量の削減
(kg/百万円)

⑤化学物質取扱
及び管理の徹底

―
現状把

握
―

③売上高100万円
当たりの水資源
投入量の削減

(㎥)

―

①売上高100万円
当たりの二酸化
炭素排出量の削
減(kg-CO2/百万

円)

4.20

2020年
実績に
対して
1％
削減

⑥本業に関する
目標

亜鉛使用量の把
握

―

4.06

10.07 12.70

―



1．二酸化炭素排出量の削減 　・目標値は、達成出来なかった。

①空調温度適正化・表示 　・活動に関しては、不要場所の消灯、待機

②照明不要時のＯＦＦの推進 　　　　　電力カット、室温管理を実施した。

③エアコン清掃の実施 　・工場、事務所全体の照明をLED照明に

④エコドライブ推進 　　　　　変更工事した。（2022年6月）

⑤社用車の点検・整備

　　節電活動を引き続き強化し実施していく。

2．廃棄物排出量の削減

①分別ルールの徹底 　・目標値は達成出来なかった。

②廃棄物置場の整備

③産廃業者との契約書の確認

④裏紙使用ルールの徹底 　　産廃マニフェストを遵守する。

　　廃棄物を再生可能の物と、焼却処分の物、その他

　　　　　　の分別を徹底する。

3．水資源投入量の削減

①毎月のメータの確認(漏水防止) 　・目標値は達成出来なかった。

②節水表示(手洗い場・トイレ)

③浴場の節水

　　さらに節水する、浴場での節水に努める。

5．化学物質取扱及び管理の徹底

①取扱商品の把握

②購入量の把握

③取扱商品一覧表の作成

　　新規溶剤取扱い時にSDSを入手する。

6．本業に関する目標

①亜鉛使用量の把握 　　2021年度の亜鉛使用量が把握できた。

②

③

　　亜鉛使用量を削減する目標を設定する。
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次年度の取組内容

次年度の取組内容

環境活動計画 環境活動計画の取組結果とその評価

５．環境活動計画の取組みと評価

次年度の取組内容

次年度の取組内容

　　SDSを取り寄せ、化学物質含有調査を行った。
　　その結果、使用する溶剤等に化学物質が
　　含まれていないことが分かった。

次年度の取組内容



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

2022年08月05日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への

違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

・今後とも全員でエコに努める。

6ページ

保守点検実施、法定検査実施 遵法

法規制等の名称 遵守事項 遵守状況

騒音規制法 特定施設の届出 遵法

廃棄物処理法
委託基準（契約書・許可証）、
マニフェスト交付・保存及び交
付状況報告

遵法

6,環境関連法規制の遵守

7,代表者による全体の評価と見直し・指示

振動規制法 特定施設の届出 遵法

浄化槽法


